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Fever of unknown origin (FUO) attributable to indolent
lymphoproliferative disorder due to a plasmacytoma expressing
immunoglobulin A.

Cunha BA, Petelin AP, Turi GK, et al.
Heart Lung. 2012 Jul-Aug; 41: 404-6.
PubMed ID: 22172544

PEIE TX VAL LDORE 8ROBE BT, RERS, BERITEBEZHESIT
BAEAVDIER]. FEIED S DER TR Sz,

P RIS  IgA D E DR EiE

>RBORE :2HA

P RIEFRHED © Yes

P AEAEDER : BEFOEBICIAV0OHN LB A > Th b7
SR DIRHE - 22 BR Y v/ EER

PRERAOFIATTREEE X b & IgA Db E O EMAEH A
a2 LRYOESNTH D L VWO RE, BHENTBITHRE - X
FERRERINAVEVWSBHENH 2720, HIINTHDLERS.

030

Wegener’s granulomatosis in a patient with fever of unknown
origin.

Patel HC, Sisson SD, Lauder NN.

Am J Med. 2012 Jul; 125: e1-2.
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	PART 1
	　1　不明熱を知る医者は，不明熱に出会わない
	　2　不明熱を知らない者が不明熱を語ろうとすれば，虚構になる
	　3　不明熱が自然科学だとすれば，不明熱は誰もが確認できる事柄だけから成る
	　4　不明熱は，命題たりえない
	　5　臨床の「熱遊戯」としてなら，不明熱は存在できる
	　6　集団の信念として了解するなら，不明熱は臨床医と患者の間で語られてよい
	　7　不明熱は，実体はないが認識はできる．そしてそれは定義によらない
	　8　熱源は何だろうという問いを脳内で発した時点で，もう解決は難しいかもしれない
	　9　不明熱という問題の解決を，問題の消滅によって気づくということがある
	　10　熱の原因がわからないからといって，すぐに「語ることができないことについては，沈黙するしかない」を選ぶべきではないが，熱の唯一の原因を探してもならない
	　11　熱の原因がわからないのか．君は今それを診ているじゃないか．何も隠されていないのだ
	　12　不明熱の症例報告では本当の不明熱は語られていない
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